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●
活
動
内
容　

自
給
栽
培
農
家
の

育
成
や
市
民
農
園
の
整
備
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
、
市
と
協
働
で

基
礎
的
な
調
査
や
事
例
研
究
を
行

う
と
と
も
に
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア

を
集
約
し
な
が
ら
「
安
城
ア
グ
リ

ラ
イ
フ
構
想
」
の
素
案
を
作
成
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

参
画
い
た
だ
く
策
定
会
議（
研

究
部
会
）は
、
原
則
と
し
て
平
日

の
日
中
に
概
ね
５
回
程
度
開
催
す

る
予
定
で
す
。
な
お
、
報
酬
は
あ

り
ま
せ
ん�

●
募
集
人
数　

数
人

●
応
募
資
格　

次
の
事
項
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
人

①
市
内
在
住
、
在
勤
、
ま
た
は
在

学②
野
菜
づ
く
り
な
ど
の
農
業
に
関

心
が
あ
る
、
ま
た
は
市
民
農
園
、

家
庭
菜
園
な
ど
に
興
味
が
あ
る

●
任
期　

選
任
を
し
た
日
か
ら
本

構
想
の
策
定
が
終
了
す
る
日
ま
で

（
平
成　

年
度
末
日
ま
で
を
予
定
）

１９

●
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
、

郵
送�

〒　

－

８
５
０
１
桜
町　

４４６

１８

番　

号
安
城
市
役
所
経
済
環
境
部

２３
農
務
課
、
フ
ァ
ク
ス �

〈　

〉１
１

７６

１
２
、
Ｅ
メ
ー
ル�

n
o
m
u
＠
c
i

ty.a
n
jo
.a
ic
h
i.jp

で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
農
務
課
で
配
布
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
応
募
締
め
切
り　

６
月　

日�
２９

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

●
選
考
方
法　

応
募
用
紙
の
記
載

内
容
な
ど
に
基
づ
き
決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
応
募
者
数
が
少
な
い
場
合

や
、
選
考
の
結
果
公
募
ス
タ
ッ
フ

の
人
数
が
募
集
人
数
に
満
た
な
い

場
合
な
ど
は
、
市
長
は
指
名
に
よ

り
策
定
ス
タ
ッ
フ
を
選
任
で
き
る

も
の
と
し
ま
す
。

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｕ
Ｒ
Ｌ �

h
t

tp
://w

w
w
.g
e
o
c
itie
s
.jp
/a
n
j

o
ta
ikyo

/

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

●
そ
の
他　

実
技
講
習
が
あ
り
ま

す
の
で
運
動
の
で
き
る
服
装
、
体

育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
全
課
程
を
修
了
し
た
人
に
は
、

体
育
協
会
認
定
の
指
導
者
資
格
を

付
与
し
ま
す
。（
２
年
間
で
全
課
程

を
修
了
す
れ
ば
有
効
）

※
消
耗
品
を
使
用
す
る
と
き
は
、

一
部
費
用
負
担
を
お
願
い
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼

市
体
育
協
会（
市
体
育
館
内

／�
〈　

〉３
５
３
５
）

７５

策
定
ス
タ
ッ
フ
募
集

安
城
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
構
想
づ
く
り

問
い
合
わ
せ
▼
農
務
課

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
せ

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
講
習
会
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●
と
き　

７
月
７
日
・　

日
、
８

２８

月　

日
、
９
月
８
日
・　

日
、　

２５

２２

１０

月　

日
、　

月　

日
・　

日
、　

２７

１１

１０

１７

１２

月
８
日
・　

日
午
後
７
時
〜
９
時

１５

（
い
ず
れ
も
土
曜
日
／
全　

回
）

１０

※
７
月
７
日
の
み
午
前
９
時
〜
正

午
。

●
と
こ
ろ　

市
体
育
館

●
内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）の
使
い
方
、
救
急
法

の
実
技
や
栄
養
学
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
理
論
・
実
技
指
導
な
ど

●
対
象　

体
育
協
会
加
盟
団
体
指

導
者
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
指
導
者
、

体
育
指
導
委
員
、
学
校
関
係
者
、

ま
た
は
、
こ
れ
か
ら
指
導
者
を
目

指
し
て
い
る
人（　

回
の
講
習
に

１０

出
席
で
き
る
人
を
優
先
）

●
定
員　
　

人（
先
着
順
）

６０

●
申
し
込
み　

６
月
５
日�
午
前

９
時
〜
７
月
３
日�
午
後
５
時
ま

で
に
市
体
育
協
会（
市
体
育
館
内
）

へ※
Ｅ
メ
ー
ル�

a
n
jo
ta
ikyo１

＠
yb
b
.n
e
.jp

、
フ
ァ
ク
ス �

〈　

〉
７５

３
５
５
９
も
可
。
申
込
書
は
同
協
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安
城
ア
グ
リ
ラ
イ
フ

構
想
と
は

安
城
ア
グ
リ
ラ
イ
フ

安
城
ア
グ
リ
ラ
イ
フ

構
想
と
は

　

構
想
と
は

� 広報あんじょう　2007.6.1

　３月２５日午前９時４２分、石川県輪島市門前町の沖合で
マグニチュード６．９の地震が発生しました。輪島市、七
尾市などでは震度６強を記録しています。安城市でも震
度３の揺れがあり、驚かれた方も多かったのではないで
しょうか。
　この地震で門前町では建物の全壊１２４２棟、半壊１２９２棟
と甚大な被害が出ています。ところが人的被害のほうは
重軽傷１６人とごくわずかでした。なぜ、人的被害が小さ
く食い止められたのか不思議ですね。
門前町の方はこう言っています。
「集落内で催しがあり、子どもたちはみんなイベント会
場に集まっていた。それに天気がよかったので、老人た
ちも畑に出ていて地震を屋外で被ったのが幸いだった」
「この町は昔からの顔見知りばかりだから、地域の結束
が高い。だから住民が互いに助け合って、人的な被害を
最小限に食い止めることができた。私らは、どこに誰が
住んでいて、どんな病気にかかっているかまで知ってい
るんだ」

　春うららかな日曜日の午前中という状況にあわせて、
地域の強固なコミュニティが被害の拡大を抑え込んだの
です。
　安城市では、
最近の都市化
に伴い地域と
交流を持たな
い世帯が増え
ています。で
も、これは防
災の観点から
言えば、とて
も危険な状況
です。門前町の例でもわかるように「地域コミュニティ
の結束が住民の命を守る」ということは今や常識となっ
ています。古臭いと思われるかもしれませんが、ぜひ
「近所付き合い」を見直してください。あなたとあなた
の家族のために。
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■
「
虐
待
」
が
疑
わ
れ
た
ら
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�
�
�問

い
合
わ
せ
▼
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
社
会
福
祉
会
館
内
）／

�
〈　

〉２
９
４
５
、
高
齢
福
祉
課

７７

■虐待５つのタイプ
①身体的虐待　
身体にあざ、痛みを与える暴力行為や、外部との接
触を意図的、継続的に遮断する行為。
②介護・世話の放棄・放任　
意図的であるか、結果的であるかを問わず、介護や
生活の世話を行っている者が、その提供を放棄また
は放任し、高齢者の生活環境や高齢者自身の身体・
精神的状態を悪化させていること。 
③心理的虐待　
脅しや侮辱などの言語や威圧的な態度、無視、嫌が
らせなどによって精神的、情緒的苦痛を与えること。
④性的虐待　
本人との間で合意が形成されていない、あらゆる形
態の性的な行為またはその強要。
⑤経済的虐待　
本人の合意なしに財産や金銭を使用し、本人の希望
する金銭の使用を理由なく制限すること。

介
護
保
険
負
担

限
度
額
の
認
定
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●
対
象　

世
帯
全
員
が
市
民
税
非

課
税
の
人
お
よ
び
平
成　

年
度
税

１７

制
改
正
に
よ
り
市
民
税
が
課
税
に

な
っ
た
人
な
ど
で
す
。

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

認
定
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

高
齢
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
現
在
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
は

更
新
を
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問
い
合
わ
せ
▼
高
齢
福
祉
課

高
齢
者
虐
待
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て


